
別記様式第１号
（注）

毛　色 血　統

父

体　高 母

黒

イ581

( 全和黒原 6244 ) (180)

黒

イ848

( 全和黒原 6358 ) (178)

黒

イ700

( 全和黒原 6398 ) (169)

黒

イ0

( 全和黒原 6414 ) (15)

黒

イ584

( 全和黒原 6498 ) (250)

１　検査成績欄には、特級、１級、２級、級外又は不合格の別を記載すること。また、不合格の場合は、その理由を付記すること。

２　前年供用状況欄について

　①　前年１月１日より１２月３１日までの間における

　　ア　種付けの実績延頭数

　　イ　家畜人工授精用精液の生産本数（及び払出本数）をそれぞれ区分して記入すること。

　②　初めて独立行政法人家畜改良センターの種畜検査を受けたものについては、「新願」と記入すること。

　③　前年に地方の臨時検査を受けているものについては、「新願」と記載するとともに①についても併記すること。

３　所有者の区分欄には、独立行政法人有（貸付の場合は貸付と記載）、都道府県有、市町村有、農協（同連合会、酪協、畜協等を含む。）有、団体（一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人）有、個人有、

  その他の別を記載すること。

４　飼養者の住所は、郡市区町村名を記載すること。

種　　　畜　　　検　　　査　　　名　　　簿
種　 畜
証明書
番　 号

検　査
月　日

名　　　　　　　前
（登録・登記番号）

品　　　　種
生年月日

産　　地
検　査
成　績

前　　年
供　　用
状　　況

所有者
の区分

飼養者の住所氏名
特　徴

11378071029 6月12日
藤初花

黒毛和種
H29.6.25 岡山県久

米郡美咲
町

藤沢茂

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1378071029

147.6 cm
ひろはつはな 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

11354871964 6月12日
福乃茂

黒毛和種
H31.4.15 岡山県久

米郡美咲
町

福之姫

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1354871964

157.4 cm
ひろはつはな 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

11599360391 6月12日
桃岡光２７

黒毛和種
R1.10.3 岡山県久

米郡美咲
町

新岡光８１

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1599360391

161.0 cm
ももこ２７ 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

11478438111 6月12日
茂重花矢

黒毛和種
R2.3.28 岡山県津

山市

美恵茂

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1478438111

153.0 cm
しげしげはなや 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

11613930630 6月12日
花美津照

黒毛和種
R3.1.30 岡山県加

賀郡吉備
中央町

美津照重

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1613930630

150.0 cm
はなやさくら 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所
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別記様式第１号
（注）

毛　色 血　統

父

体　高 母

１　検査成績欄には、特級、１級、２級、級外又は不合格の別を記載すること。また、不合格の場合は、その理由を付記すること。

２　前年供用状況欄について

　①　前年１月１日より１２月３１日までの間における

　　ア　種付けの実績延頭数

　　イ　家畜人工授精用精液の生産本数（及び払出本数）をそれぞれ区分して記入すること。

　②　初めて独立行政法人家畜改良センターの種畜検査を受けたものについては、「新願」と記入すること。

　③　前年に地方の臨時検査を受けているものについては、「新願」と記載するとともに①についても併記すること。

３　所有者の区分欄には、独立行政法人有（貸付の場合は貸付と記載）、都道府県有、市町村有、農協（同連合会、酪協、畜協等を含む。）有、団体（一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人）有、個人有、

  その他の別を記載すること。

４　飼養者の住所は、郡市区町村名を記載すること。

種　　　畜　　　検　　　査　　　名　　　簿
種　 畜
証明書
番　 号

検　査
月　日

名　　　　　　　前
（登録・登記番号）

品　　　　種
生年月日

産　　地
検　査
成　績

前　　年
供　　用
状　　況

所有者
の区分

飼養者の住所氏名
特　徴

黒

イ653

( 全和黒 15929 ) (202)

黒

イ0

( 全和黒 15931 ) (91)

黒

イ1,844

( 全和黒原 6677 ) (1,089)

黒

イ333

( 全和黒原 6678 ) (8)

黒

イ227

( 全和黒原 6679 ) (89)

11503705584 6月12日
花美百合２

黒毛和種
R3.8.5 岡山県岡

山市

美国桜

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1503705584

146.8 cm
ゆりはなや 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

11626461312 6月12日
福之勝糸

黒毛和種
R3.4.21 岡山県久

米郡美咲
町

福之姫

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1626461312

150.0 cm
かついとかずみ 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

11658436128 6月12日
福華姫

黒毛和種
R4.12.12 岡山県真

庭郡新庄
村

福之姫

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1658436128

155.4 cm
しんはなや１０１ 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

11439962914 6月12日
光和美１

黒毛和種
R5.4.27 岡山県久

米郡美咲
町

新岡光８１

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1439962914

150.0 cm
やすふくかずみ１ 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

10875305231 6月12日
光安照

黒毛和種
R5.4.29 岡山県新

見市

新岡光８１

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

0875305231

148.4 cm
ゆりやすてる１ 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所
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別記様式第１号
（注）

毛　色 血　統

父

体　高 母

１　検査成績欄には、特級、１級、２級、級外又は不合格の別を記載すること。また、不合格の場合は、その理由を付記すること。

２　前年供用状況欄について

　①　前年１月１日より１２月３１日までの間における

　　ア　種付けの実績延頭数

　　イ　家畜人工授精用精液の生産本数（及び払出本数）をそれぞれ区分して記入すること。

　②　初めて独立行政法人家畜改良センターの種畜検査を受けたものについては、「新願」と記入すること。

　③　前年に地方の臨時検査を受けているものについては、「新願」と記載するとともに①についても併記すること。

３　所有者の区分欄には、独立行政法人有（貸付の場合は貸付と記載）、都道府県有、市町村有、農協（同連合会、酪協、畜協等を含む。）有、団体（一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人）有、個人有、

  その他の別を記載すること。

４　飼養者の住所は、郡市区町村名を記載すること。

種　　　畜　　　検　　　査　　　名　　　簿
種　 畜
証明書
番　 号

検　査
月　日

名　　　　　　　前
（登録・登記番号）

品　　　　種
生年月日

産　　地
検　査
成　績

前　　年
供　　用
状　　況

所有者
の区分

飼養者の住所氏名
特　徴

黒

イ1,222

( 全和黒 16259 ) (304)

黒

イ140

( 全和黒原 6748 ) (21)

黒

イ387

( 全和24子受卵岡黒 5555 ) (20)

黒 新願

( 全和24子岡黒 5618 )

黒 新願

( 全和25子岡黒 2038 )

10875908609 6月12日
吉備和美

黒毛和種
R6.4.19 岡山県新

見市

知恵久

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

0875908609

144.6 cm
なおひめかずみ 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

11664374445 6月12日
初花勝２

黒毛和種
R6.5.25 岡山県久

米郡美咲
町

勝乃幸

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1664374445

139.0 cm
いとはつはな 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

11679674783 6月12日
糸勝高水

黒毛和種
R6.8.24 岡山県岡

山市

糸勝百合

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1679674783

142.0 cm
ひめたかみず４ 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

10875809791 6月12日
第６曙藤

黒毛和種
R6.9.5 岡山県新

見市

茂晴花

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

0875809791

137.0 cm
てったあけぼの 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

11697064177 6月12日
夢糸藤

黒毛和種
R7.1.17 岡山県久

米郡美咲
町

黒金糸藤

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1697064177

141.0 cm
ふじはつさかえ１ 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所

3 



別記様式第１号
（注）

毛　色 血　統

父

体　高 母

１　検査成績欄には、特級、１級、２級、級外又は不合格の別を記載すること。また、不合格の場合は、その理由を付記すること。

２　前年供用状況欄について

　①　前年１月１日より１２月３１日までの間における

　　ア　種付けの実績延頭数

　　イ　家畜人工授精用精液の生産本数（及び払出本数）をそれぞれ区分して記入すること。

　②　初めて独立行政法人家畜改良センターの種畜検査を受けたものについては、「新願」と記入すること。

　③　前年に地方の臨時検査を受けているものについては、「新願」と記載するとともに①についても併記すること。

３　所有者の区分欄には、独立行政法人有（貸付の場合は貸付と記載）、都道府県有、市町村有、農協（同連合会、酪協、畜協等を含む。）有、団体（一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人、公益財団法人）有、個人有、

  その他の別を記載すること。

４　飼養者の住所は、郡市区町村名を記載すること。

種　　　畜　　　検　　　査　　　名　　　簿
種　 畜
証明書
番　 号

検　査
月　日

名　　　　　　　前
（登録・登記番号）

品　　　　種
生年月日

産　　地
検　査
成　績

前　　年
供　　用
状　　況

所有者
の区分

飼養者の住所氏名
特　徴

黒 新願

( 全和25子岡黒 5128 )

11463332097 6月12日
鶴和美

黒毛和種
R7.1.20 岡山県新

見市

福之鶴

１級 県有
久米郡美咲町北２２７２

1463332097

131.0 cm
ゆりかずみ７ 岡山県農林水産総合センター

畜産研究所
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別記様式第２号
（注） １　一般検査は、飼養者からの聞き取り及び外貌観察等により、体温、被毛、栄養、結膜、呼吸、脈はく、心音その他につき検査し異常のないものは「異常なし」と記載し、臨床症状が顕著

　  なものは、合格したものについてもその状況を詳細に記載すること。

２　伝染性疾患の検査結果を、＋、－に区分して記載すること。

３　精液の良否は、精液及び精子検査の総合判定により記載すること。

４　判定は、衛生検査の総合判定により合又は否のいずれかを記載すること。

５　備考欄には、再検査の有無その他参考事項を記載すること。

６　家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第５条又は第31条の規定により行う牛カンピロバクター症、トリコモナス症、馬パラチフス、オーエスキー病又はブルセラ症の検査を受け、
　  第8条の証明書（検査当日において発行後6ヶ月を経過していないもの）を有するものにつき、その証明書を利用した場合は、診断結果の文字（＋、－）を○で囲むこと。

７　活力及び生存率は活力のパーセンテージを記載すること。ただし、+++が50％以下の場合++以上のパーセンテージを併記すること。

牛ｶﾝ
ﾋﾟﾛﾊﾞ
ｸﾀｰ症

ﾄﾘｺ
ﾓﾅｽ
症

馬ﾊﾟ
ﾗﾁﾌ
ｽ

ｵｰｴ
ｽｷｰ
病

ﾌﾞﾙ
ｾﾗ
症

活力
及生
存率

奇
形
率

衛　　生　　検　　査　　成　　績　　表
細　　　　　　密　　　　　　検　　　　　　査

繁殖機能の障害
精子検査検  査

月  日
名       前 品       種 一般検査 判定 備考

伝　　染　　性　　疾　　患

精液
の

良否

6月12日 藤初花 黒毛和種 異常なし － － ++以上95% 3.3% 良 合

6月12日 福乃茂 黒毛和種 異常なし － － ++以上95% 5.0% 良 合

6月12日 桃岡光２７ 黒毛和種 異常なし － － ++以上90% 4.9% 良 合

6月12日 茂重花矢 黒毛和種 異常なし － － ++以上95% 3.3% 良 合

6月12日 花美津照 黒毛和種 異常なし － － ++以上95% 3.2% 良 合
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別記様式第２号
（注） １　一般検査は、飼養者からの聞き取り及び外貌観察等により、体温、被毛、栄養、結膜、呼吸、脈はく、心音その他につき検査し異常のないものは「異常なし」と記載し、臨床症状が顕著

　  なものは、合格したものについてもその状況を詳細に記載すること。

２　伝染性疾患の検査結果を、＋、－に区分して記載すること。

３　精液の良否は、精液及び精子検査の総合判定により記載すること。

４　判定は、衛生検査の総合判定により合又は否のいずれかを記載すること。

５　備考欄には、再検査の有無その他参考事項を記載すること。

６　家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第５条又は第31条の規定により行う牛カンピロバクター症、トリコモナス症、馬パラチフス、オーエスキー病又はブルセラ症の検査を受け、
　  第8条の証明書（検査当日において発行後6ヶ月を経過していないもの）を有するものにつき、その証明書を利用した場合は、診断結果の文字（＋、－）を○で囲むこと。

７　活力及び生存率は活力のパーセンテージを記載すること。ただし、+++が50％以下の場合++以上のパーセンテージを併記すること。

牛ｶﾝ
ﾋﾟﾛﾊﾞ
ｸﾀｰ症

ﾄﾘｺ
ﾓﾅｽ
症

馬ﾊﾟ
ﾗﾁﾌ
ｽ

ｵｰｴ
ｽｷｰ
病

ﾌﾞﾙ
ｾﾗ
症

活力
及生
存率

奇
形
率

衛　　生　　検　　査　　成　　績　　表
細　　　　　　密　　　　　　検　　　　　　査

繁殖機能の障害
精子検査検  査

月  日
名       前 品       種 一般検査 判定 備考

伝　　染　　性　　疾　　患

精液
の

良否

6月12日 花美百合２ 黒毛和種 異常なし － － ++以上95% 3.2% 良 合

6月12日 福之勝糸 黒毛和種 異常なし － － ++以上70% 5.9% 良 合

6月12日 福華姫 黒毛和種 異常なし － － ++以上85% 7.4% 良 合

6月12日 光和美１ 黒毛和種 異常なし － － ++以上85% 3.7% 良 合

6月12日 光安照 黒毛和種 異常なし － － ++以上95% 9.1% 良 合
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別記様式第２号
（注） １　一般検査は、飼養者からの聞き取り及び外貌観察等により、体温、被毛、栄養、結膜、呼吸、脈はく、心音その他につき検査し異常のないものは「異常なし」と記載し、臨床症状が顕著

　  なものは、合格したものについてもその状況を詳細に記載すること。

２　伝染性疾患の検査結果を、＋、－に区分して記載すること。

３　精液の良否は、精液及び精子検査の総合判定により記載すること。

４　判定は、衛生検査の総合判定により合又は否のいずれかを記載すること。

５　備考欄には、再検査の有無その他参考事項を記載すること。

６　家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第５条又は第31条の規定により行う牛カンピロバクター症、トリコモナス症、馬パラチフス、オーエスキー病又はブルセラ症の検査を受け、
　  第8条の証明書（検査当日において発行後6ヶ月を経過していないもの）を有するものにつき、その証明書を利用した場合は、診断結果の文字（＋、－）を○で囲むこと。

７　活力及び生存率は活力のパーセンテージを記載すること。ただし、+++が50％以下の場合++以上のパーセンテージを併記すること。

牛ｶﾝ
ﾋﾟﾛﾊﾞ
ｸﾀｰ症

ﾄﾘｺ
ﾓﾅｽ
症

馬ﾊﾟ
ﾗﾁﾌ
ｽ

ｵｰｴ
ｽｷｰ
病

ﾌﾞﾙ
ｾﾗ
症

活力
及生
存率

奇
形
率

衛　　生　　検　　査　　成　　績　　表
細　　　　　　密　　　　　　検　　　　　　査

繁殖機能の障害
精子検査検  査

月  日
名       前 品       種 一般検査 判定 備考

伝　　染　　性　　疾　　患

精液
の

良否

6月12日 吉備和美 黒毛和種 異常なし － － ++以上95% 8.0% 良 合

6月12日 初花勝２ 黒毛和種 異常なし － － ++以上85% 10.7% 良 合

6月12日 糸勝高水 黒毛和種 異常なし － － ++以上95% 4.6% 良 合

6月12日 第６曙藤 黒毛和種 異常なし － － ++以上90% 9.7% 良 合

6月12日 夢糸藤 黒毛和種 異常なし － － ++以上90% 5.5% 良 合
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別記様式第２号
（注） １　一般検査は、飼養者からの聞き取り及び外貌観察等により、体温、被毛、栄養、結膜、呼吸、脈はく、心音その他につき検査し異常のないものは「異常なし」と記載し、臨床症状が顕著

　  なものは、合格したものについてもその状況を詳細に記載すること。

２　伝染性疾患の検査結果を、＋、－に区分して記載すること。

３　精液の良否は、精液及び精子検査の総合判定により記載すること。

４　判定は、衛生検査の総合判定により合又は否のいずれかを記載すること。

５　備考欄には、再検査の有無その他参考事項を記載すること。

６　家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第５条又は第31条の規定により行う牛カンピロバクター症、トリコモナス症、馬パラチフス、オーエスキー病又はブルセラ症の検査を受け、
　  第8条の証明書（検査当日において発行後6ヶ月を経過していないもの）を有するものにつき、その証明書を利用した場合は、診断結果の文字（＋、－）を○で囲むこと。

７　活力及び生存率は活力のパーセンテージを記載すること。ただし、+++が50％以下の場合++以上のパーセンテージを併記すること。

牛ｶﾝ
ﾋﾟﾛﾊﾞ
ｸﾀｰ症

ﾄﾘｺ
ﾓﾅｽ
症

馬ﾊﾟ
ﾗﾁﾌ
ｽ

ｵｰｴ
ｽｷｰ
病

ﾌﾞﾙ
ｾﾗ
症

活力
及生
存率

奇
形
率

衛　　生　　検　　査　　成　　績　　表
細　　　　　　密　　　　　　検　　　　　　査

繁殖機能の障害
精子検査検  査

月  日
名       前 品       種 一般検査 判定 備考

伝　　染　　性　　疾　　患

精液
の

良否

6月12日 鶴和美 黒毛和種 異常なし － － ++以上95% 14.6% 良 合
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別記様式第３号
（注） １　遺伝性疾患は、家畜改良増殖法施行規則第6条第1項第２号に定める遺伝性疾患について記載すること。有する場合は「あり」、有しない場合は「なし」とすること。

２　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

３　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

４　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患
保因状況

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患 備考クローディ
ン16欠損

症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

6月12日 藤初花 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 福乃茂 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 桃岡光２７ 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 茂重花矢 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 花美津照 黒毛和種 なし F F F F F
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別記様式第３号
（注） １　遺伝性疾患は、家畜改良増殖法施行規則第6条第1項第２号に定める遺伝性疾患について記載すること。有する場合は「あり」、有しない場合は「なし」とすること。

２　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

３　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

４　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患
保因状況

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患 備考クローディ
ン16欠損

症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

6月12日 花美百合２ 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 福之勝糸 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 福華姫 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 光和美１ 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 光安照 黒毛和種 なし F F F F F
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別記様式第３号
（注） １　遺伝性疾患は、家畜改良増殖法施行規則第6条第1項第２号に定める遺伝性疾患について記載すること。有する場合は「あり」、有しない場合は「なし」とすること。

２　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

３　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

４　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患
保因状況

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患 備考クローディ
ン16欠損

症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

6月12日 吉備和美 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 初花勝２ 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 糸勝高水 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 第６曙藤 黒毛和種 なし F F F F F

6月12日 夢糸藤 黒毛和種 なし F F F F F
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別記様式第３号
（注） １　遺伝性疾患は、家畜改良増殖法施行規則第6条第1項第２号に定める遺伝性疾患について記載すること。有する場合は「あり」、有しない場合は「なし」とすること。

２　保因状況は、疾患ごとに遺伝子型検査結果を次の例により記載すること。

　　例）正常：Ｆ、保因：Ｃ、検査未実施：未、不明等（不明、記載不可等）：※

３　保因状況は、これを種畜証明書へ記載することに対する飼養者の意向の確認を行った上で、遺伝子型検査結果の開示があった遺伝性疾患について記載すること。

４　飼養者が遺伝子型検査結果の種畜証明書への記載に同意しなかった場合及び全ての遺伝性疾患について遺伝子型検査結果が不明である場合には、備考欄に「不明等」と記載すること。

遺　　伝　　性　　疾　　患
保因状況

検  査
月  日

名       前 品       種 遺伝性疾患 備考クローディ
ン16欠損

症

第13因子
欠損症

バンド3欠
損症

ＩＡＲＳ異常
症

モリブデン
補酵素欠

損症

牛白血球
粘着性欠

如症

牛複合脊
椎形成不

全症

牛短脊椎
症

6月12日 鶴和美 黒毛和種 なし F F F F F
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